
一 般 質 問一 般 質 問

06ふくろい市議会だより07

寺井 紗知子 議員

ストレス社会といわれている現代
こころの健康を保つことが重要

問　市民や職員のこころの健康への取り
組みはどうか。

問　市全体としての幼保園のビジョン、
基本理念、目指す姿は。

答　市民には、講演会や心の健康教室の開
催、相談窓口の充実を、職員には、メンタル
ヘルス研修の実施、カウンセリング事業を
実施している。

幼保一元化に向けて
「（仮称）こども課」設置は必要

問　市長部局と教育委員会で、関係する
窓口を一本化していくことはどうか。

答　市長部局と教育委員会部局では、根本
的な考え方が少し違う。今後、充分検討し
ていきたい。

答　今後の幼稚園や保育所の改築は、施
設の共用や幼保区分のない一体的な保育
の実現を目指し、幼稚園、保育所の一元化
を推進する方針。また、行財政改革の必要
性等から、施設整備費用を市が補助し、施
設の設置・運営を民間で行うことを前提に
検討したい。

答　保育料の取り扱い等、細部については、
方針がまとまり次第、お示ししたい。

「駅南地区まちづくり」の治水対策に
「水の公園」構想策定を

問　かねてより、公園や調整池の必要性
がいわれている当地区への公園構想策定

を早急にされたい。

答　治水面や親水の視点から有効である
と考えている。各種計画との整合を図りな
がら、整備計画を策定していきたい。

市財政をどう評価しているか

問　実質公債費比率、経常収支比率、経常
一般財源比率の見通しと評価はどうか。

答　18年度の実質公債費比率は16.7％で、
起債借り入れ制限の18％未満。経常収支比
率は80.7％で財政の硬直化を示す数値で
はない。経常一般財源比率は99.9％であっ
た。今後も、社会経済情勢等を踏まえながら、
財政見通しの進行管理を行い、健全な財政
の維持に努めたい。

久保田 龍平 議員

上水道基本計画の需給は
アンバランス

どういう幼保園整備構想を
もっているのか

問　民営化した場合、幼稚園は保育料の
違いが発生するが、その対処は。

問　県職・企業ＯＢの非常勤職員採用、交
流会・顕彰会の発足を提案する。また、誘

致企業の地元住民の採用状況はどうか。

問　計画では、今後20年間で想定される
1日当たりの給水量は、ピーク時でも約4

万2,500m
3

なのに、供給は自己水源の一

部を廃止しても約5万2,000m
3

である。供

給の方が20％も余分で極端に多いので

はないか。

答　企業誘致に向けて、専門的知識やノウ
ハウを持った県や企業ＯＢを非常勤職員と
して採用することや、協力的なつながりを
持つことなどについては考えなければなら
ない。また、交流会等も考えたい。誘致企
業には、引き続き地元からの採用をお願い
するとともに、地域に根づいた企業活動を
支援したい。

答　水源計画は最大水需要量に耐え得る
計画にする必要があるため、自己水源と県
水による供給能力、市内の配水系統別の水
配分バランス等を考慮して計画を策定した。
水道の安定供給に努めることが水道事業
者としての責務と考えており、本計画の需
給バランスも適切と考える。

答　水量変更は、現時点では考えていない
が、今後、太田川系からの給水が開始され
た場合、受水費の急激な増加を避けるため、
段階的に受水契約ができるよう関係市と
歩調を合わせ、県と交渉していく。

問　県水（太田川系）の契約水量が1万
9，000m

3

と多すぎることが原因。少なく

とも9，000m
3

は余分である。その余分の

基本料金だけで1億円をはるかに上回り、

莫大な無駄金を支払うことになる。契約

水量の減量を県と交渉すべきではないか。

答　近隣市に400人以上の民間施設もあ
り、専門の教育関係者、教育委員会では、問
題なく運営できると考えている。安全面に
は万全を期す必要はあるが、この規模とし
たい。

問　マンモス幼保園を建設しようとして
いるが、保育上の危険性と望ましい集団

保育が困難な点を危惧する。適正な保育

ができる規模をどのように考えているか。

実質公債費比率の見通し（市ホームページ「財政見通し」より）

県水のメーター室（太田地内）

11月4日に開催される「健康づくり講演会」園児数が多い山梨幼稚園

戸塚 文彦 議員

浅田 二郎 議員
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企業誘致に向けた提案と
地元住民の採用

山梨幼保園設置の考え方は
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